
窒素ドープしたアモルファスナノカーボン膜を用いた水分離膜 

Nitrogen doped amorphous nano carbon membranes for water separation membrane. 
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様々な方法によって製造された炭素薄膜は、機械的特性、化学的不活性及び光透過性などの優

れた特性により多くの用途において使用され、工業的規模で製造されている[1]。最近では、有機

溶剤分離の活性膜として薄膜の硬質ダイヤモンドライクカーボン（DLC）を用いた研究結果が報

告されている[2]。しかし、水処理分野への研究報告は少なく、水処理への応用には柔軟性のある

膜が必要とされている。そこで今回は、ダイヤモンドライクカーボンをベースに水処理用のナノ

カーボン薄膜の生成を行ったので報告する。 

本研究では柔軟で透水性のあるナノカーボン膜(アモルファス状の炭素薄膜)を水処理応用に検

討した。ナノカーボン膜の生成方法として、膜中に異種元素ドープを行う為に、生成中に窒素を

含む反応性ガスを導入した。生成させるナノカーボン膜は生成条件の違いにより、分離特性が異

なり、特に窒素をドープした膜が高い特性を示しており、条件の最適化を実施することで、NaCl

溶液(0.2%)において最大脱塩率：96%、透水量 22Lm-2h-1MPa-1 という高い値を示し、この数値は

我々の知る限りカーボンベース膜としては、世界トップレベルである。詳細は発表時に報告する。 

 

Figure 1  (a) SEM micrographs of sputtered amorphous carbonbased membranes on PSU porous.  

(b) Atomic force microscopy analysis of carbon films deposited on Si. 
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